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100 年前の東洋大学留学生、李鍾天
－論文「仏教と哲学」と井上円了の思想－

佐藤　厚

１　問題の所在

　東洋大学は、井上円了（1858-1919）がその前身である哲学館を設立してから現在まで 125 年を越える歴史を有

する大学である。第二次大戦終了まで東洋大学には多くの朝鮮人留学生が在籍し、そのうち卒業者は約 160 名を数

える。帰国後、彼らは僧侶、作家、言論人などとして活躍した（1）。その中、本発表で取り上げるのは、今から丁

度 100 年前の 1914 年に東洋大学に留学した韓国人僧侶である李
イジョンチョン

鍾天（李鐘天、1890-1928）である。彼は東洋大学

で学び、韓国人留学生の第一号の卒業生として卒業し、帰国後は韓国仏教界の改革のほか朝鮮総督府の言論集会弾

圧に抗議するなど社会的な活動を行ったが 38 才で病のため夭折した。

　本発表では、李鍾天が東洋大学在学中の 1918 年に著わした論文「仏教と哲学」を取り上げ、それが井上円了の

思想を背景とした著作であることを明らかにする。これは井上円了の思想の海外への影響を示すということで重要

であるが、それに加え、韓国における仏教、哲学の研究史の上でも重要であると考える。この方面の研究として

は、既に金永晋先生が日本の仏教哲学の韓国への影響ということで論じているが（2）、本発表では、それをより具

体的に提示することに目的がある。

２　李鍾天の略伝（3）

2-1　出生から東洋大学留学まで
　号は春城、1890 年（明治 23）、慶尚南道の蔚山で生まれた（4）。固城の玉泉寺で出家した後、通度寺に移った。

師匠は金九河（1872-1965）であった。金九河は当時の有力な僧侶で、朝鮮総督府の定めた三十本山の一つである

通度寺の住職を務めていた。李鍾天は金九河の支援で東京に行き、曹洞宗第一中学（現、世田谷学園）で学び、の

ち 1914 年（大正 3）4 月から 1919 年（大正 8）3 月まで 5 年間、東洋大学に留学した。同じ年に日本の大学に留学

した僧侶は合計 13 名いる。曹洞宗大学（現、駒澤大学）4 名、東洋大学 1 名、豊山大学（現、大正大学真言学専

攻）1 名、臨済宗大学（現、花園大学）7 名であった（5）。

2-2　留学当時の東洋大学
　李鍾天が留学した 1914 年の東洋大学は、大内青

せいらん

巒（1845-1918）が第 3 代の学長に就任した年である。1916 年に

は専門学校令による大学では初めて女子学生を受け入れるなど変化を見せていた。

　当時の東洋大学の学部学科は、大学部第 1 科、第 2 科、専門部第 1 科、第 2 科の 2 部 4 科から構成されてい

る（6）。この中、李鍾天は専門部第 1 科で学んだ。この学科は「倫理、教育、哲学、英語を主とし、併せて感化救

済に関することを教授する」もので、修業年限は 3 年であった（7）。講義の種類を見ると、1 倫理、2 教育、3 国語

及漢文、4 哲学、5 法制経済、6 生理、7 歴史、8 英語、9 弁論の 9 つの科目群からなる（8）。この中、哲学の科目群

は、1 年では論理学、西洋哲学史、印度哲学、2 年では認識論、西洋哲学史、印度哲学、3 年では西洋哲学史、支

那哲学、印度哲学、社会学を受講することになっている。このように印度哲学は 3 年間学ぶことになるが、講師

は、前田慧雲、渡辺海旭、木村泰賢、境野哲、島地大等、曽我量深の 6 人である（9）。
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　李鍾天は 1918 年、朝鮮の仏教雑誌『朝鮮仏教叢報』に、3 回に分けて論文「仏教と哲学」を掲載した。これは

李鍾天が、当時関心があった仏教と哲学というテーマについて、様々な学説をもとに考察したものである。後に検

討するが、李鍾天が中心的に参考にしたのは、井上円了の学説であった。

2-3　1919 年 3 月の出来事
　1919 年（大正 8）3 月は韓国にとって特別な月であり、李鍾天にとってもそうであったろう。1 日、朝鮮では日

本からの独立を叫ぶ万歳運動が起こった。この時、日本にいた李鍾天はどう思っていたであろうか。25 日、東洋

大学の卒業式が行なわれ、李鍾天は専門部 1 科を卒業した。その時の卒業生は大学全体で 30 名（10）であり、現在

から比べるととても少ない。李鍾天が在籍した専門部 1 科の卒業生は 5 名である。さらに李鍾天は、韓国人の卒業

生の第 1 号であった（11）。

　卒業式の 2 日後である 3 月 27 日、東京芝の青松寺（曹洞宗）で朝鮮王朝最後の王であると同時に大韓帝国初代

皇帝であった李太王（高宗、1852-1919）の追悼式が行われた（12）。主催は仏教護国団という組織である。これは

1916 年 11 月に出来た組織で、各宗派の僧侶が連合して国民精神の振興を行なうことを目的としている。式には各

宗の重鎮、李太王関係者のほか、児玉秀雄伯爵（1876-1947）、末松謙澄子爵（1855-1920、妻は伊藤博文の娘）、田

尻稲次郎（1850-1923）東京市長の代理、朝鮮人留学生男女 10 余名が参列した。式は仏教護国団代表・峰玄光の追

悼文、導師・北野元峰の法語、仏教連合会の弔文朗読、参拝者焼香が終わった後、朝鮮男子留学生を代表して李鍾

天が挨拶をした。李鍾天は「内地人及び朝鮮人相互の理解の徹底の必要」を説いた。3・1 運動の時には祖国にい

ることができず、祖国を併合した者の国にありながら、祖国の王の追悼式に参加した李鍾天の心中はいかばかりの

ものであっただろうか。彼の「内地人及び朝鮮人相互の理解の徹底の必要」という言葉に込められた思いは、苦渋

に満ちたものであったと推測される。

2-4　帰国後の活動
　3.1 運動の後、全国的に民族を啓蒙するための社会団体ができたが、朝鮮に帰った李鍾天は故郷である蔚山に設

立された蔚山青年会の初代会長となった。巡回講演では「労働は神聖」、「人生と労働」、「人格の実現」、「生活改善

と消費節約」などを説いた。さらに 1920 年（大正 9）には仏教系の啓蒙雑誌である『鷲山宝林』の編集人となっ

た。1923 年（大正 12）からは京城に出て仏教改革、社会改革の運動に乗り出す。この年の 1 月、仏教維新会が朝

鮮総督府による寺刹令撤廃を要求する会議を開いたが、李鍾天は司会を務めたている。さらに各種団体が集まった

青年党大会の準備委員の一人となり活動した。

　1924 年（大正 13）、仏教界の改革を企図した朝鮮仏教青年会の総会で、韓竜雲が総裁に選出され、李鍾天は総務

に就任している。同じ年、朝鮮総督府の言論集会弾圧に抗議する弾劾会が各種団体により結成されると、李鍾天も

実行委員に加わった。1925 年（大正 14）には地方に帰り、晋州仏教振興会の専任講師を務めたほか、通度寺の本

山委員を務めた。

　このように朝鮮仏教界の改革、朝鮮総督府に対する抗議、地方での啓蒙活動に従事した李鍾天であったが、1928

年（昭和 3）、病気のため 38 歳という若さで亡くなった。『東亜日報』は、朝鮮仏教の革新運動に献身的努力、社

会運動にも奮闘した人物、との訃報を掲載した（13）。

2-5　著作
　李鍾天の著作は、現在、以下の 13 種が挙げられる。

　＜表１＞李鐘天の著作
題目 媒体、号 著者名 刊行年 年齢

1 仏教と哲学 『朝鮮仏教叢報』9 号 李鍾天 1918 年 28 歳
2 仏教と哲学（続） 『朝鮮仏教叢報』12 号 李鍾天 同上 同上
3 仏教と哲学（続） 『朝鮮仏教叢報』13 号 万東鍾天 同上 同上
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4 基督教と仏教の立脚地 『朝鮮仏教叢報』14 号 李鍾天 1919 年 29 歳
5 宗教論 『鷲山宝林』1 号 李鍾天 1920 年 30 歳
6 宗教論（続） 『鷲山宝林』2 号 正眼子 同上 同上
7 朝鮮文学史概論 『鷲山宝林』2 号 李鍾天 同上 同上
8 社会と個人の服従 『鷲山宝林』2 号 万東生 同上 同上
9 朝鮮文学史概論 『鷲山宝林』3 号 李鍾天 同上 同上
10 朝鮮文学史概論 『鷲山宝林』4 号 李鍾天 同上 同上
11 不良少年論 『鷲山宝林』5 号 万東生 同上 同上
12 死後の問題 『鷲山宝林』6 号 李鍾天 同上 同上
13 仏教の政治觀 『潮音』1 号  李鍾天 同上 同上

この中の多くは仏教、哲学、宗教に関するものであるが、朝鮮文学史概論（7、9、10）は、韓国の文学研究の中

で、早い時期の文学史として注目される。また、3. 仏教と哲学（続）が万東鍾天という名前で著わされていること

に着目すると、万東生という筆名で著わされた「社会と個人の服従」（8）、「不良少年論」（11）も李鍾天の著作で

はないかと考えられる。もし李鍾天の著作であるとすれば、彼の別の一面を見せるものと考えられる。6. 宗教論

（続）は正眼子というペンネームで書かれているが、5. 宗教論の続編であるため、李鍾天の著作と判断した。

　以下、李鍾天が東洋大学在学中の 1918 年に著わした「仏教と哲学」をとりあげ、その概要と井上円了の思想と

の関連を探っていく。

３　論文「仏教と哲学」と井上円了の思想

3-1　「仏教と哲学」の概略
　論文「仏教と哲学」は、李鐘天が東洋大学の冬期休暇（おそらく 1917 年冬）の間に「今日の哲学の意義はどの

ようなものであり、また哲学と仏教との関係はどうであるか」を構想したものである（14）。この論文が掲載された

『朝鮮仏教叢報』9 号には、李鍾天をはじめ、日本に留学した僧侶が書いた論文が多い。李智光「仏教倫理学」、李

混惺「仏教心理学」、金晶海「歷史上に現われた朝鮮僧侶と外国布教の価値」、以上の 3 名は曹洞宗大学への留学生

であり、曹学乳「宗教の起源について」は豊山大学への留学生である。

　以下、「仏教と哲学」の全体の構成を簡略に示す。番号は筆者が付けたものである。

＜表 2 ＞「仏教と哲学」の構成
１　仏教と哲学・宗教との関係
　1-1　仏教は哲学の部分と宗教の部分とから構成される。
　1-2　仏教が哲学的である理由
２　哲学
　2-1　哲学の広狭二義
　2-2　科学の広狭二義
　2-3　仏教哲学は純正哲学である。
　2-4　デカルトによる物・心・理の三大元
　2-5　求心性と遠心性
　2-6　物・心・理と勢力・時間・空間
　2-7　勢力の二義
　2-8　学問の体系（学問、科学、哲学）
　2-9　純正哲学の本体論の区分
　2-10 哲学の意味（以上 9 号）
３　仏教
　3-1　教学（科学、哲学、宗教）の関係
　3-2　仏教の哲学門と宗教門
　　3-2-1　小乗倶舎宗
　　3-2-2　外道と仏教との違い
　3-3　仏教の中の哲学・宗教の分類
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　　3-3-1　哲学門の分類
　　3-3-2　外道、小乗、大乗の区分と主観、客観
　3-4 哲学門と宗教門との関係
　　3-4-1　図説
　　3-4-2　関係 (1)
　　3-4-3　関係 (2)
　　3-4-4　大乗と小乗との区別（以上 12 号）
　　3-4-4-1　図による説示
　　3-4-4-2　倶舎宗、法相宗、実大乗におけるの真如観の違い
　　3-4-4-3　倶舎宗、法相宗、三論宗、天台宗、華厳宗、真言宗の事理観の違い
　3-5　『大乗起信論』の真如と無明との関係の問題（以上 13 号）

　これをごく簡単に説明すると、1 で仏教には哲学と宗教との二つの側面があることを提示とし、2 哲学では純正

哲学の位置づけと物、心、理の関係などを中心として論ずる。3 仏教では、仏教の中の哲学と宗教の分類について

述べた後、大乗と小乗との区別、諸宗派における事理観の違いを論じ、最後に『大乗起信論』における真如と無明

の関係の問題を論じて終わる。また、この論文の特徴は数多くの図を使って説明していることである。

４　井上円了の思想との関連

　続いて井上円了の思想との関連を指摘する。まず本論全体の主題、すなわち仏教と哲学、宗教との関連という問

題は、井上円了の一貫した主題でもある。円了は、仏教は哲学と宗教とを完備したものであると説き、明治初の廃

仏毀釈で沈滞した仏教界を活性化させた。同時にこれがキリスト教批判の理論ともなる。すなわち円了は、人間の

知性に訴えるものを哲学、情感に訴えるものを宗教と定義した。仏教には哲学といえる倶舎宗、法相宗、天台宗な

どの教理があるほか、宗教といえる浄土教もある。これに対してキリスト教は、情感に訴えるものはあるが哲学は

ない、ゆえに仏教はキリスト教よりも優れていると論ずる。

　続いて具体的に円了思想との関連をいくつか指摘する。まず、1-1 仏教には哲学の部分と宗教の部分とがあるこ

とを説く部分であるが、この部分は円了の『仏教大意』（1899 年）とほぼ同じである。両者を対照させると次のよ

うになる。「仏教と哲学」は漢字ハングル混交文であるが、筆者が翻訳した（以下同）。

李鍾天「仏教と哲学」（15） 井上円了『仏教大意』（16）

　所説の如く、仏教教理中に宗教の部分と哲学の部
分に互相混在していたとしても、仏教即哲学といい、
即宗教と、在偏断言することはできない。

要するに、仏教の大半は哲学であり、大半は宗教で
あるといえる。
ここに両者の関係を説明すれば、二方面の論証が成
立するが、
一には、哲学は原理であり、宗教は応用である。哲
学は仏教の可宗教的原理、即ち仏教の教理を代称す
るものであり、その応用は宗教である。

二には、宗教は目的であり、哲学は方便である。仏
教の目的はもちろん宗教にあるが、この目的を方便
的弁証するものは哲学であるという。前者は哲学的
方面の所観であり、後者は宗教的方面の所観である。

　およそ世人が仏教を評論するに二様あり。一は
曰く、仏教は宗教にして哲学にあらず、一は曰く、
仏教は哲学にして宗教にあらずと。余をもってこ
れをみるに、この二論共に偏見たるを免れず。し
からば仏教は哲学にもあらず宗教にもあらざる
か。曰く、否。余おもえらく、仏教の一半は哲学
にして、一半は宗教なり。

もし哲学の部分にありてこれをみれば、仏教は哲
学の道理を実際に応用したる宗教なりといわざる
べからず。故に、哲学は原理にして、宗教は応用
なり。と称せざるを得ざるも、
もし宗教の方面よりこれをみれば、宗教は目的に
して、哲学は方便なり。と定めざるを得ず。これ
を要するに、仏教は哲学と宗教との両区域にまた
がるものなり。
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　2 哲学の部分は、全く同じ部分はないが、物、心、理の 3 つの要素をとりあげて世界を説明するということは円

了の哲学思想の枠組みの基礎であり『仏教活論本論、顕正活論』（17）、『純正哲学講義』（18）等に説かれる。2-8 学問

の体系（19）、2-9 純正哲学の本体論の区分（20）も『純正哲学講義』に出る図に類似する。ここでは 2-8 学問の体系の

図を対照させる。純正哲学の内部は少し異なっているが、基本的な枠組みは同じであることが確認できる。

　　　　　＜李鍾天「仏教と哲学」（21）＞　　　　　　　＜井上円了『純正哲学講義』（22）＞

　　　　　　

　3 仏教の部分では、3-2、3-3 仏教の哲学門と宗教門の区分は、円了の様々な著作でなされているものと同じであ

る。3-2 では哲学門の中に有宗哲学（小乗教）、空宗哲学（権大乗）、中宗哲学（実大乗）を開き、宗教門では有宗、

空宗、中宗を開く。さらに続いて 3-4 哲学門と宗教門の関係の部分は、『仏教大意』（23）とほぼ同じである。ここで

は 4 つの図を使って小乗と大乗の教理の違いを説明するが、ここではその 1 つを対照させる。

　　　　　　　＜李鍾天「仏教と哲学」（24）＞　　　　　　　　　　＜井上円了『仏教大意』（25）＞

　　　　　　　　　　　　　

円了の図で説明すると、円の中心は悟りである。中心から右下に延びる線は、発心から悟りまでの小乗と大乗の違

いを表わす。すなわち小乗は悟りを目指すが、本当の悟りには行きつかない。それに対して大乗は中心の、本当の

悟りまで行き着くことを示す。続いて左下に延びる線は、中心すなわち悟りから衆生を救済する能力に関しての、

権大乗（法相宗など）と実大乗（天台宗、華厳宗など）の違いを表わす。権大乗では五性各別を唱えるため一切衆

生の救済には至らない。それに対して実大乗はすべての衆生の救済ができるという違いを表わしている。李鍾天の

図は文字や線の配置が少し異なっているが、内容は同じものである。

　続いて、3-4-4-3　倶舎宗、法相宗、三論宗、天台宗、華厳宗、真言宗の事理観の違いの部分も図を用いて説明し

ているのであるが、これは『仏教通観』に出る図と同じものである。ここでは倶舎宗と法相宗の 2 つを対照させ

る。
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　　　　　　　　　＜李鍾天「仏教と哲学」（26）＞　　　　　　　 ＜井上円了『仏教通観』（27）＞

　最後に、3-5　『大乗起信論』は真如と無明の関係の問題である。もし真如が絶対的な存在であれば無明はどこか

らやってくるか。もし別であれば真如は絶対ではなく、二元論的相対的なものであることになる。この問題は、円

了も大きな問題と感じ著作中で詳しく論じている（28）。李鍾天はこの問題の結論として「相対と絶対（真如）とを

調和させる方法が宗教門の解釈である」（29）と述べるが、これは李鍾天独自のものと思われる。

　以上、李鍾天の論文に与えた井上円了の思想の影響を見てきた。これは李鍾天が東洋大学に留学したわけである

から、当然であるが、具体的に指摘できたことは一つの成果と考えられる。

　李鍾天が参照したと思われる円了の著作を刊行年代順で並べると次の 4 つである。

　１　『純正哲学講義』（1888 年、明治 21 年）

　２　『仏教活論本論、顕正活論』（1890 年、明治 23 年）

　３　『仏教大意』（1899 年、明治 32）

　４　『仏教通観』（1904 年、明治 37）

1、2 は初期の著作であり、それゆえ仏教、哲学、宗教という学問の枠組みから論じているところが特徴である。3、

4 は 1、2 よりも後に書かれたもので、仏教概論書という位置づけの書物である。この中で、先ほどの李鍾天の引

用から考えると、基礎にあるのは最初と最後の部分がほぼそのまま引用されていた『仏教大意』である。そして中

間部分に『純正哲学講義』、『純正哲学講義』が引用される。

　これを著作の性格から考えると次のことが言えよう。第一に『仏教大意』、『仏教通観』は量が短く内容も解り易

い著作である。おそらく李鍾天もこれを熟読したのではないかと想像される。そして『仏教大意』、『仏教通観』で

提示された内容を補強するために、『純正哲学講義』、『仏教活論本論、顕正活論』の内容を整理していったのでは

ないかと考えられる。

　では次になぜ井上円了の著作を基礎としたかという問題である。李鍾天が東洋大学に入学したのは 1914 年であ

る。『仏教大意』は 15 年前の書、『仏教活論本論、顕正活論』などは 24､ 5 年前の書である。そして円了は東洋大

学では講義はしていない。それなのになぜ円了に基づいた論文を書いたのか。これは日本の近代仏教学の進展と関

連があると思う。円了が著作活動を開始した 1880 年代は、仏教、哲学、宗教のそれぞれの関連、枠組み自体が問

題となった時代であった。つまり西洋思想の消化時期で、概念の総合的な研究が求められた時代である。しかし約

30 年経つと、研究の方向は総合的研究から、典籍、宗派の個別研究の時代に移行する。東洋大学でも 1914 年に仏

教専攻科を設けるが、これは達意的な仏教研究から専門的な仏教研究への移行を目的とするものである。つまり原

典の主意だけを把握していく学問から、原典の細かい部分まで探る学問に変化していったのである。ゆえに仏教、

哲学、宗教の関係という主題を問題とするばあい、円了の義論に戻らなければならないのである。さらにそうした

考え方は朝鮮には存在しなかった。これを目にした李鍾天は関心を抱き、自分なりの整理を行いたいと考えたので

あろう。そして著作されたのがこの「仏教と哲学」であったと考えられる。
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５　結語

　以上、今から 100 年前の 1914 年に東洋大学に留学した韓国人僧侶、李鐘天の生涯と著作を見た後、「仏教と哲

学」という論文について、その思想背景として東洋大学創立者・井上円了との関連を考察してきた。最後にこの

「仏教と哲学」という論文をいくつかのレベルで評価してみたい。

　第一に、李鐘天という個人というレベルで考えると、これは李鐘天の処女作であると同時に、思想の基盤を作っ

た論文と言える。李鐘天は以後、仏教とキリスト教の関連、宗教論といった、より広い分野の論文を著わすことに

なるが、本論文はそれらを考察する際の基礎ともなったといえよう。

　第二に、これを韓国哲学史の中で考える。姜栄安『韓国近代哲学の成立と展開』によれば（30）、韓国哲学の始ま

りの時期のものとして、1895 年に兪吉濬が『西遊見聞』で哲学という学問の効用について言及し、1912 年に李寅

宰が『古代希臘哲学攷弁』で儒学的な観点から西洋の古代哲学を論じたという。また 1920 年に創刊された『開闢』

には、ほぼ毎月のように、ニーチェ、カントなどを紹介する文章が載せられたという。ただ、本格的に西洋哲学が

研究されはじめたのは 1920 年代後半からという。こうした中で李鐘天の「仏教と哲学」はほぼ円了の義論を導入

していると言っても、韓国人としてこの問題を扱った初期の作品として評価されてよいのではないかと思う。

　第三に、韓国仏教学での意味を考えて見ると、日本の仏教学研究の受容の初期段階と評価できる。これがただの

翻訳ではなく、自分が様々な著作から整理したものであるというところに意義があると思う。

　これまでは近代韓国仏教と日本仏教の関連というテーマは、主として植民地時代の日本の宗教統治の様相、これ

に対する韓国人僧侶の独立運動のあり方など、歴史的研究が中心となっていたように思われる。今後は思想面での

関連を解明することにより、仏教思想が日本、韓国の近代において持っていた意味、役割を考察する方向にも進ま

なければならないと考える。

原典

井上円了『純正哲学講義』（『井上円了選集』1 巻、1990 年）原著は 1891 年刊行
　同　　『純正哲学講義』（『井上円了選集』7 巻、1990 年）原著は 1888 年刊行
　同　　『仏教活論本論　第二　顕正活論』（『井上円了選集』4 巻、1990 年）原著は 1890 年刊行
　同　　『仏教大意』（『井上円了選集』5 巻、1990 年）原著は 1899 年刊行
　同　　『仏教通観』（『井上円了選集』5 巻、1990 年）原著は 1904 年刊行
李鍾天「仏教と哲学」（『朝鮮仏教叢報』9 号、1918 年 5 月）
　同　　「仏教と哲学（続）」（『朝鮮仏教叢報』12 号、1918 年 11 月）
　同　　「仏教と哲学（続）」（『朝鮮仏教叢報』13 号、1918 年 12 月）
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注

１	 東洋大学に朝鮮から留学生が来るようになったのは日韓併合以後からである。東洋大学を卒業した朝鮮人留学生は約 160 人
であるが、実際に東洋大学に在籍した朝鮮人学生は、それよりもはるかに多い。例えば 1923 年には 70 名近くが在籍してい
た（南波登発『朝鮮学生の暁鐘』（麗澤会、1923 年）pp.66-67）。在籍数に対して卒業数が少ない理由は、1. 入学はしたもの
の卒業をせずに辞めた場合、2. 他の大学に移った場合、3. 聴講だけをしていた学生がいたからである。次の表は、第二次大
戦までに東洋大学に留学した韓国人学生で、後に歴史に名を残した人々である。データの採取は、主として韓国のインター
ネットで調査した。

	 ＜表＞戦前東洋大学韓国人留学生の中、歴史に名前を残した人々

氏名 氏名ヨミ 生没年 東洋大学在籍・卒業 事項
1 李鍾天 ｲｼﾞｮﾝﾁｮﾝ 1890-1928 1919 年：専門部第一科卒業 僧侶
2 李祐植 ｲｳｼｸ 1891-1966 年度不明。哲学科 独立運動家
3 辛太晧 ｼﾝﾃﾎ 1890- ？ 1924 年：印度哲学倫理学科卒業 僧侶
4 呉鳳彬 ｵﾎﾞﾝﾋﾞﾝ 1893-1945 1927 年：倫理学教育学科卒業 朝鮮美術館設立者
5 姜性仁 ｶﾝｿﾝｲﾝ 1894-1945? 1920 年：哲学科・卒業？ 僧侶
6 文世栄 ﾑﾝｾﾖﾝ 1895-1952? 1921 年：倫理教育科・卒業 朝鮮最初の『朝鮮語辞典』編纂
7 金敬注 ｷﾑｷﾞｮﾝｼﾞｭ 1896- ？ 1923 年：印度哲学倫理学科卒業 僧侶
8 金凡夫 ｷﾑﾎﾞﾝﾌﾞ 1897-1966 1915 年？東洋哲学専攻 東洋哲学者

9 崔承万 ﾁｪｽﾝﾏﾝ 1897-1984 1923 年：印度哲学倫理学科・卒業
東洋大学時代は柳宗悦の弟子。
知事、大学教授となる。

10 金賢準 ｷﾑﾋｮﾝｼﾞｭﾝ 1898-1950 1922 年：印度哲学倫理学科・卒業
社会哲学者（朝鮮人で初めてド
イツの博士号取得）。

11 宋昌根 ｿﾝﾁｬﾝｸﾞﾝ 1898-1950? 1922 年：入学 プロテスタント神学者
12 方定煥 ﾊﾟﾝｼﾞｮﾝﾌｧﾝ 1899-1931 哲学科・特別聴講生 児童文学家
13 河弼源 ﾊﾋﾟﾙｳｫﾙ 1900-? 哲学科・卒業？ 社会主義活動家
14 金東煥 ｷﾑﾄﾞﾝﾌｧﾝ 1901-? 1921 年：英文学科に入学するも関東大震災で中退 詩人
15 李仁植 ｲｲﾝｼｸ 1901-1963 年度不明。哲学科・卒業？ 独立運動家
16 桂鎔黙 ｹﾖﾝﾓｸ 1904-1961 1928 年・入学？学科不明 小説家
17 趙明基 ﾁｮﾐｮﾝｷﾞ 1905-1988 1937 年：卒業 仏教学者、東国大学校総長
18 全武吉 ﾁｮﾝﾑｷﾞﾙ 1905-? ？ 小説家

19 呉宗植 ｵｼﾞｮﾝｼｸ 1906-1976 1926 年：文化学科卒業
ソウル新聞社社長をつとめたほ
か、言論機関の重鎮

20 李相玉 ｲｻﾝｵｸ 1908-1981 1938 年：予科卒業 歴史家、漢学者
21 朴吉眞 ﾊﾟｸｷﾙｼﾞﾝ 1915-1986 1942 年：哲学科・卒業 僧侶円仏教
22 張俊河 ﾁｬﾝｼﾞｭﾅ 1915-1975 予科卒業 言論人、政治家

２	 金永晋「近代韓国仏教の形而上学受容と真如縁起論の役割」（『井上円了研究センター年報』22 号、2013 年）
３	 李鍾天の生涯に関する基礎資料は、「故春城李鍾天君の追悼文」『仏教』54 号（1928 年）、『朝鮮日報』1924 年 1 月 8 日付、

『東亜日報』1928 年 11 月 6 日付などであり、それらを整理したのが金光植『韓国近代仏教史研究』（民族社、1996 年）p.499
である。なおイ・ジェミョン「人物で読む蔚山遺事（72）」（『慶尚日報』2013 年 9 月 15 日付）は李鍾天の生涯をよくまとめ
ている。

４	 『東洋大学一覧』（1918 年）には李鍾天の登録住所（原籍）として、「朝鮮全南道本綾州郡道岩面灯」とある。これがどのよ
うな意味を持つのかはわからない。『東洋大学一覧』（1918 年）p.97

５	 李能和『朝鮮仏教通史』上篇 p.622
６	 ＜表＞ 1918 年（大正 7）の東洋大学の学部学科

部科 年限 内容 教員免許

1 大学部第 1 科 4
倫理、哲学、英語を主とし、第四年に至りて東西の哲学主に印度哲
学を専攻

修身科

2 大学部第 2 科 4
国語、漢文、哲学を主とし、第四年に至りて東西の哲学主に支那哲
学を専攻

国語漢文科

3 専門部第 1 科 3
倫理、教育、哲学、英語を主とし、併せて感化救済に関することを
教授

修身科、教育科

4 専門部第 2 科 3 倫理、国語、漢文を主として教授し、専ら中等教員を養成す 修身科、国語漢文科
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７	 前述したように李鍾天が日本に留学した期間は 5 年間であるから、3 年の修業年限では 2 年間の余りが出る。なぜそうなの
かは現在のところわからない。

８	 ＜表＞ 1918 年（大正 7）専門部 1 科の時間表：東洋大学同窓会『東洋大学一覧』（1918 年）

第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年
1） 倫理 4 実践道徳

東洋倫理史
西洋倫理史

4 実践道徳
東洋倫理史
西洋倫理史

4 実践道徳
東洋倫理史
倫理学

2） 教育 4 教育史
心理学

6 教育史
教育学
応用心理学

7 教育学、教授法
実地授業、社会教育

3） 国語及
漢文

6 国語講読
漢文講読

4 漢文講読

4） 哲学 6 論理学
西洋哲学史
印度哲学

6 認識論
西洋哲学史
印度哲学

7 西洋哲学史
支那哲学
印度哲学
社会学

5） 法制経済 3 法制経済
6） 生理衛生 1 生理衛生 1 生理衛生 2 社会衛生学

教育病理学
7） 歴史 1 日本歴史 1 東洋歴史 1 西洋歴史
8） 英語 6 文法、講読 6 講読 7 講読
9） 弁論 2 弁論学及実習

合計 28 31 30
	 ※表の中の各学年の数字は授業時間数である。

９	 東洋大学同窓会『東洋大学一覧』（1918 年）p.30
10	 内訳は大学部 1 科 10 名、2 科 9 名、専門部 1 科 5 名、2 科 3 名、研究科修了者 3 名である。
11	 『東洋大学卒業者名簿』p.12
12	 『読売新聞』1919 年 3 月 28 日付、同じ内容が『毎日申報』1919 年 3 月 31 日付に出る。
13	 『東亜日報』1928 年 11 月 6 日付
14	 李鍾天「仏教と哲学」（『朝鮮仏教叢報』9 号、1918 年 5 月）p.28
15	 李鍾天「仏教と哲学」（『朝鮮仏教叢報』9 号、1918 年 5 月）p.28
16	 井上円了『仏教大意』（『井上円了選集』5）p.252
17	 井上円了『仏教活論本論、顕正活論』（『井上円了選集』4）p.233
18	 井上円了『純正哲学講義』（『井上円了選集』1）p.242
19	 井上円了『純正哲学講義』（『井上円了選集』7）p.44
20	 井上円了『純正哲学講義』（『井上円了選集』7）p.57
21	 李鍾天「仏教と哲学（続）」（『朝鮮仏教叢報』9 号、1918 年 11 月）p.33
22	 井上円了『純正哲学講義』（『井上円了選集』7）p.44
23	 井上円了『仏教大意』（『井上円了選集』5）pp.256-259
24	 李鍾天「仏教と哲学（続）」（『朝鮮仏教叢報』12 号、1918 年 11 月）p.37
25	 井上円了『仏教大意』（『井上円了選集』5）pp.256-259
26	 李鍾天「仏教と哲学（続）」（『朝鮮仏教叢報』13 号、1918 年 12 月）p.61
27	 井上円了『仏教通観』（『井上円了選集』5）pp.73-74
28	 『仏教通観』第 10 章『起信論』（1904）、『大乗哲学』第 5 講「真如万法関係論」（1905）
29	 李鍾天「仏教と哲学（続）」（『朝鮮仏教叢報』13 号、1918 年 12 月）p.63
30	 姜栄安著、鄭址郁訳『韓国近代哲学の成立と展開』（世界書院、2005 年）p.22




